
主催：公益財団法人日本国際教育支援協会

令和6年度留学生住宅総合補償説明会



1. 制度の概要



目的・創設の経緯
制度の概要

留学生が日本でアパート等に入居する際の連帯保証人を探すには多くの困難があり、

一方、連帯保証人を依頼された大学等の関係者は事故が起きないかと精神的な不安を抱

き、実際に事故が起きた場合には経済的負担を強いられる結果となります。

これらの問題に対しては、大学等関係各方面から保証人を引き受けやすくする制度の確

立が求められていました。

関係者の要望に応えるため、平成 年度から文部省（現：文部科学省）、

大学及び不動産取引業団体等の関係者による検討委員会において有効な

支援策の検討が重ねられ、平成 年 月より「留学生住宅総合補償」

（略称「留補償」）が創設されました。



留補償の内容
制度の概要

＜補償の構成＞

＜負担金額＞

海外旅行保険（保険事故）

借用戸室の失火、階下への水漏れ等貸主
と他人に対する補償

※加入者が賃借している部屋については、
火災・爆発・破裂及び漏水等水濡れが原因の
場合に限る

①留学生賠償責任保険
（1事故5,000万円限度）

②傷害後遺障害保険
（240万円限度）

補償対象者：留学生

保証人補償基金（基金事故）

留学生の家賃未払等により貸主に保証債
務を履行したため損害を被った連帯保証
人に対する補償

※補償期間中に居室の解約・明け渡しが完了
した場合に限る

③保証人補償
（30万円限度 ）
家賃滞納は3か月、原状回復費は10万円まで
とし、合算額が30万円を超えない範囲で補償

補償対象者：連帯保証人

2年間1年間補償期間

8,000円
（5,000円+3,000円）

4,000円
（2,500円+1,500円）

保険料等負担金
（保険料＋加入金）

6か月（延長）

2,000円
（1,250円+750円）

(*)

(*)



学校・協会・保険会社の役割
制度の概要

留学生

協力校

補償金支払

制度の周知

・登録料の負担(初回)

・加入・異動取りまとめ

・保険・基金事故報告

連絡

保険会社

（実施団体、保険契約者） （保険者）

保険金支払

包括契約

保険料等負担金支払

連帯保証人

日本国際教育
支援協会



2. 事務手続きについて



事務で使用するシステム①
事務手続きについて

留学生住宅総合補償加入者受付・管理サイト「留学生住宅システム」

https://www.jees-rsys.jp
本協会宛の事務手続きは、全て留学生住宅システムで行うことができます。
留補償についてのお知らせを随時更新しておりますので定期的にご覧ください。

帳票申込サイトは

こちらから



事務で使用するシステム②
事務手続きについて

・帳票申込サイト

https://jees-prt.jp/ryuhosho/
user/login/index/
印刷物の申し込みは、帳票申込サイトで
行うことが可能です。

【注文できる印刷物】
・学生配付用パンフレット（日・英・中・韓・ベトナム）
・掲示用ポスター
・水損事故注意喚起チラシ
・解説（事務ご担当者マニュアル）
・説明会資料

※全ての印刷物は、

「留学生住宅システム」で

PDFのダウンロードも可能です。



加入手続きの流れ
事務手続きについて

①制度案内

⑧加入者控交付

②制度利用の申し出

⑤払込票交付

⑦支払
確認

⑪契約内容
確認・保管

④払込票
出力

⑩賃貸借契約書の
写しを提出

※点線は、留学生住宅システムでの作業

留学生

貸主
協力校

金融機関・コンビニ

日本国際教育
支援協会

⑥保険料等負担金の

⑨賃貸借契約

③加入希望者の

⑫加入者名簿の

支払
登録

提出



異動手続きの流れ
事務手続きについて

②解約申請

①異動解約申請

②保証人/住所変更申請

※点線は、留学生住宅システムでの作業

留学生

協力校

日本国際教育
支援協会

変更手続

解約手続

③解約返戻金振込



3. 基金事故について



事故状況
基金事故について

昨年度の基金事故
事故件数： 件
補償金額： 円

コロナによる留学生受け入れの停滞から加入者が減少したことを反映

し、令和5年度までは基金事故件数も減少傾向にあったが、加入者の

回復と共に令和6年度は基金事故も増加傾向。

原状回復の中で、水漏れが原因の損害が含まれていたことから、基金

事故と保険事故の両方で補償を受けた事例あり。



①事故の申請

基金事故について

②審 査

※点線は、留学生住宅システムでの作業

協力校

連帯保証人

日本国際教育
支援協会

③補償金可否決定通知

④補償金支払

事故申請時に提出が必要な添付書類
①賃貸借契約書の写し
②請求書とその請求内訳の明細書
③領収書
④事故の経緯文書
⑤写真（原状回復費の請求がある場合のみ提出）

基金事故手続きの流れ

システムで作成される書類
①事故聴取書兼報告書
②補償金申請書
③求償権譲渡承諾書



4. 保険事故について



事故状況
保険事故について

昨年度の保険事故
事故件数： 件
保険金額： 円

【事故状況】

10年に一度の強烈寒波が令和5年1月にあり、全国的に

大雪や猛吹雪となった。 この寒波による凍結事故は、

東北から九州まで10件あり。

凍結事故の影響や器具の取扱ミスによる水損事故は、

事故件数の7割、支払保険金額の8割。

同一の学生が二度、洗濯機の排水管接続不良で漏水

事故を起こした事例あり。



水回りの事故について
保険事故について

チラシを活用して注意喚起をお願い致します。

日本語

英語
中国語

韓国語

ベトナム語



保険事故について

審 査

※点線は、留学生住宅システムでの作業

協力校

留学生
保険会社

内容確認

③保険金請求書等関係書類送付

②事故通知
必要書類
等確認

日本国際教育
支援協会

①事故の申請

①事故の
申し出

保険事故手続きの流れ

(＊)事故申請を行う段階では、損害額は未確定でも構いません。

【システムで作成される書類】

・事故聴取書兼報告書

(＊)

④保険金請求

⑤保険金支払



5. 留学生向け保険のご紹介
（インバウンド付帯学総）



外国人留学生向け
学研災付帯学生生活総合保険

留学生向け保険のご紹介
（インバウンド付帯学総）

（略称：インバウンド付帯学総）

インバウンド付帯学総は、学生教育研究災
害傷害保険（学研災）に加入の外国人留学生
が、より安心して日本での留学生活を送れる
ように、大学関係者や学生の皆様からのご要
望に応えて創設されました。
学研災で補償される学校管理下の事故のほ

か、プライベートでのけが・病気の治療費実
費、救援者費用、震災など天災による事故で
の補償が含まれており、加入保険期間を留学
期間に合わせて柔軟に設定できます。

制度案内のパンフレットは英語・中国語・
韓国語・ベトナム語版を用意しています。

補償内容・保険料（例）

国保加入義務要件に満たない短期留学生の保険として最適です。
賠償責任保険の補償上限拡大（5千万→1.5億）、示談交渉サー
ビスの追加、生活動産・借家人賠償（オプション）等のメリッ
トで、留補償の保険部分の補償範囲を補完することができます。

保険期間は1か月単位で留学期間に合わせて設定できます。

留学期間３か月以内の
留学生用

留学期間３か月超の
留学生用

１事故 １億円限度（国内・国外）賠償責任

保
険
金
額

100万円死亡・後遺障害

300万円救援者費用

実費治療費用

5,000円傷害定額 （入院日額）

3,000円（通院日額）

2,240円保険期間 1か月まで

保
険
料

4,060円3か月まで

8,060円6か月まで

11,500円1年間

20,130円2年間

37,410円4年間



多言語医療・電話通訳サービス

留学生向け保険のご紹介
（インバウンド付帯学総）

インバウンド付帯学総導入校限定の多言語医療相談・電話通訳サービス
Mediphone（メディフォン）社が提供する多言語医療相談・電話通訳サービスをご提案可能
現在学校職員の皆様がサポートされている医療機関受診時の翻訳対応を対応
大学・大学病院での導入実績も多数

対応可能言語
英語、
中国語、
韓国語、
ベトナム語、
ネパール語、
インドネシア語、
易しい日本語etc

【有償サービス】
基本料金：640円/月（税抜き）～※
※利用対象者1名あたりの料金。
初期費用は0円。


